
期待される効果 

（１）各神経筋疾患における嚥下障害のメカニズム 

  を解明する。 

（２）神経筋疾患患者において、より早期から嚥下 

  障害を検出できる。 

（３）食道入口部の弛緩不全を有する患者を抽出し、 

  治療やリハビリ（ボトックス注射、バルーン法） 

  の有効性を検討する。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この研究を通して期待される効果は、（１）各神経筋疾患における嚥下障害のメカニズムを解明する。（２）神経筋疾患患者において、より早期から嚥下障害を検出できる。（３）とくに食道入口部の弛緩不全を有する患者を抽出し、治療やリハビリ（ボトックス注射、バルーン法）の有効性を検討する臨床研究に展開したいと考えております。以上です。ありがとうございました。
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